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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 8,213 △32.6 △40 ― △53 ― △9 ―

21年3月期第1四半期 12,191 ― 983 ― 973 ― 564 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 △0.32 ―

21年3月期第1四半期 19.23 19.23

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 38,695 18,256 47.2 621.77
21年3月期 40,393 18,449 45.7 628.35

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  18,256百万円 21年3月期  18,449百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  

平成22年３月期の年間配当は、１株当たり５円を予定しておりますが、中間配当金は未定としております。 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 9.00 ― 9.00 18.00
22年3月期 ―

22年3月期 
（予想）

― ― ― 5.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

16,800 △37.3 100 △97.0 0 △100.0 △100 ― △3.41

通期 35,000 △27.2 1,000 △81.5 800 △84.3 400 △85.9 13.62

－ 1 － 



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注) 詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】4.その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注) 詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】4.その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

(1) 平成22年３月期の中間配当は、上半期に純損失が見込まれるため現時点では未定としておりますが、今後の収益状況を勘案した上で予想可能と判断
されるに至った時点でお知らせいたします。 
(2) 業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想 数
値と異なる結果となる可能性があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 29,525,000株 21年3月期  29,525,000株

② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  163,554株 21年3月期  163,554株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 29,361,446株 21年3月期第1四半期 29,360,090株
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1. 連結経営成績に関する定性的情報

２. 連結財政状態に関する定性的情報

内航不定期船部門では、国内外需要の低迷から粗鋼生産量の減少が顕著となり、鉄鋼、セ
メントメーカー向け石灰石専用船を除く小型貨物船の輸送量は大幅に減少しました。内航定
期船部門では、製紙メーカー向け紙輸送専用船は安定した輸送量を確保しましたが、国内景
気低迷の影響を受け一般雑貨輸送の輸送量は減少しました。
　同部門の連結売上高は35億88百万円となり前年同期に比べて24.1%の減収となりました。

「フェリー部門」

　当第1四半期末における総資産は、前期末に比べ16億97百万円減少し386億95百万円となり
ました。流動資産は法人税等の支払による運用資金の減少などにより10億9百万円減少し96億
76百万円となりました。固定資産は減価償却による減少などにより6億88百万円減少し290億
19百万円となりました。
　負債は前期末に比べ15億4百万円減少し204億39百万円となりました。流動負債は未払法人
税等の減少などにより7億85百万円減少し71億84百万円となり、固定負債は長期借入金の返済
などにより7億19百万円減少し132億55百万円となりました。
　純資産は利益剰余金の減少などにより前期末に比べ1億93百万円減少し182億56百万円とな
りました。

近海不定期船部門では市況の低迷に伴い、輸送量、運賃率ともに大きく低下しました。ま
た近海定期船部門でも鋼材、雑貨、木材製品等において顧客の在庫調整が一段と進み、貨物
量は大幅に減少しました。
　同部門の連結売上高は26億75百万円となり前年同期に比べて50.7%の減収となりました。

八戸／苫小牧航路では積極的な集客活動に努めた結果、輸送量はトラック・旅客・乗用車
ともに増加しました。
　同部門の連結売上高は19億29百万円となり前年同期に比べて4.4%の減収となりました。

「内航部門」

【定性的情報・財務諸表等】

当第1四半期(平成21年4月1日から平成21年6月30日まで)におけるわが国経済は、景気の下
げ止まり感が見られる一方で、輸出企業を中心とした企業業績の悪化とともに、不安定な雇
用情勢から個人消費が低迷するなど、先行きは依然として不透明な状況にあります。

海運業界においてもこうした国内外の景気低迷による設備投資の停滞や企業の在庫調整な
どが影響し、輸送量は前年度に比べ大きく減少し、厳しい事業環境となりました。

このような状況下、当社の第1四半期の連結売上高は82億13百万円となり前年同期比では
32.6%の減収となりました。営業損益は前年同期9億83百万円の利益に対して40百万円の損
失、経常損益は前年同期9億73百万円の利益に対して53百万円の損失、四半期純損益は前年同
期5億64百万円の利益に対し9百万円の損失となりました｡

事業の部門別業績概況は次の通りです｡

「近海部門」
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３. 連結業績予想に関する定性的情報

４. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　　該当事項はありません。

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(固定資産の減価償却費の算定方法)

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続・表示方法等の変更

(四半期財務諸表の税金費用の計算方法変更)

　平成21年5月8日付けで公表しました連結業績予想については、現時点においてほぼ計画
通りに推移しているため、第2四半期連結累計期間及び通期ともに変更はございません。

　従来、税金費用については、四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期
純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益
に当該見積実効税率を乗じて計算しておりましたが、当第1四半期連結会計期間より年
度決算と同様の手法で計算する方法に変更しております。
　この変更は、世界的な不況による景気後退や経営環境の著しい変化などにより、業
績の不透明感が増してきたことから年度の見積実効税率による方法では、四半期連結
会計期間の経営成績を適切に表示できなくなるものと判断したためであります。従い
まして、年度決算と同様の方法を採用することにより四半期連結会計期間に係る財政
状態及び経営成績をより適切に表示することを目的として行うものであります。
　これにより、従来の方法によった場合に比べ、法人税等合計は20,613千円減少し、
四半期純損失は同額少なく計上されております。

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間
按分して算定する方法によっております。
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5.四半期連結財務諸表 
 (1)四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 906,066 696,538

受取手形及び営業未収入金 4,041,756 4,191,387

原材料及び貯蔵品 557,629 490,007

短期貸付金 2,985,000 4,205,000

その他 1,195,836 1,112,903

貸倒引当金 △9,624 △9,753

流動資産合計 9,676,665 10,686,083

固定資産   

有形固定資産   

船舶（純額） 25,134,945 25,924,647

土地 1,178,753 1,178,753

建設仮勘定 828,721 826,364

その他（純額） 690,218 708,923

有形固定資産合計 27,832,639 28,638,689

無形固定資産 99,610 95,847

投資その他の資産 1,086,928 973,164

固定資産合計 29,019,179 29,707,700

資産合計 38,695,844 40,393,784

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 2,821,228 2,606,780

短期借入金 2,828,025 2,848,856

未払法人税等 18,124 1,273,875

賞与引当金 368,742 190,284

役員賞与引当金 11,000 62,000

その他 1,137,503 988,456

流動負債合計 7,184,624 7,970,252

固定負債   

長期借入金 11,622,946 12,287,109

退職給付引当金 162,419 165,420

役員退職慰労引当金 513,683 621,856

特別修繕引当金 369,616 329,823

その他 586,476 570,158

固定負債合計 13,255,143 13,974,369

負債合計 20,439,767 21,944,621
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,368,650 2,368,650

資本剰余金 1,248,849 1,248,849

利益剰余金 15,231,158 15,504,887

自己株式 △26,948 △26,948

株主資本合計 18,821,709 19,095,437

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 117,591 36,941

繰延ヘッジ損益 △10,164 △9,203

土地再評価差額金 △666,287 △666,287

為替換算調整勘定 △6,772 △7,725

評価・換算差額等合計 △565,632 △646,275

純資産合計 18,256,076 18,449,162

負債純資産合計 38,695,844 40,393,784
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 (2)四半期連結損益計算書 
  (第１四半期連結累計期間) 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 12,191,808 8,213,906

売上原価 10,314,297 7,354,880

売上総利益 1,877,510 859,025

販売費及び一般管理費 894,452 899,193

営業利益又は営業損失（△） 983,058 △40,168

営業外収益   

受取利息 9,065 11,268

受取配当金 12,403 8,976

為替差益 35,134 26,885

その他 8,172 1,573

営業外収益合計 64,776 48,704

営業外費用   

支払利息 72,585 61,106

その他 1,450 937

営業外費用合計 74,036 62,043

経常利益又は経常損失（△） 973,798 △53,508

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

973,798 △53,508

法人税等 409,331 －

法人税、住民税及び事業税 － 13,526

法人税等調整額 － △57,559

法人税等合計 409,331 △44,032

四半期純利益又は四半期純損失（△） 564,466 △9,475
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 (3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

973,798 △53,508

減価償却費 817,570 834,750

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4 6,777

賞与引当金の増減額（△は減少） △91,026 178,457

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △40,000 △51,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △58,889 △16,109

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △95,607 △108,173

特別修繕引当金の増減額（△は減少） 35,744 39,793

受取利息及び受取配当金 △21,469 △20,244

支払利息 72,585 61,106

為替差損益（△は益） △46,864 △6,078

売上債権の増減額（△は増加） △94,351 120,984

たな卸資産の増減額（△は増加） △198,000 △64,672

仕入債務の増減額（△は減少） 829,039 214,960

その他 259,122 154,916

小計 2,341,644 1,291,960

利息及び配当金の受取額 21,085 20,799

利息の支払額 △76,148 △62,369

法人税等の支払額 △1,118,855 △1,254,312

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,167,726 △3,921

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △12,372 △58,136

その他 6,583 △6,213

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,788 △64,349

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △673,141 △684,994

配当金の支払額 △235,374 △264,341

自己株式の処分による収入 390 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △908,125 △949,335

現金及び現金同等物に係る換算差額 42,463 7,135

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 296,276 △1,010,471

現金及び現金同等物の期首残高 2,736,199 4,901,538

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,032,475 3,891,066
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(4) 継続企業の前提に関する注記

　　該当事項はありません。

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　　該当事項はありません。
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